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報 告 者

概　要

コーディネーター

　明治以来、欧米型（当初はドイツ型、その後アメリカ型）の高等教育を受
容したわが国も、多様化した職業や社会のニーズに適合した、あるべき高等
教育の姿を自ら模索する時代に入ったといえよう。かつて、ヨーロッパで高
等商業学校や高等工業学校が、またアメリカでも工学分野の諸学校が、社会
の進展に伴っていわゆる大学（university）に編入され、あるいは新しい大
学の中核となっていったように、変容する社会の新たな担い手を養成する役
割は、既存の 4 年制大学の外延部にこそあるように思われる。その意味で、
高等教育の単線化は、わが国の置かれている少子高齢化社会状況を固定化し、
社会や高等教育の多様な可能性を奪うことにもなりかねない。そこで、４年
制大学よりも社会とのアクセスが迅速できめ細かい FD の実績もある短期大
学の活動事例を参考に、複線型高等教育の一方を担うべき短期大学の「あり
方」について、活発な意見交換を行いたい。
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【第８分科会】

高等教育の多様化ニーズと短期大学の課題

参　加　者　数　　　４３名

分 科 会 報 告 者
　　第１報告者　　　　　烏丸佐知子（京都文教短期大学幼児教育学科 准教授）
　　　　　　　　　　　　新島　陽子（京都文教短期大学教務部教育研究支援課 係長）
　　第２報告者　　　　　塚本　泰造（宮崎学園短期大学 FD 推進委員長 准教授）
　　第３報告者　　　　　佐藤　清彦（湘北短期大学事務局 次長・教務部長）
　　コーディネーター　　今井　　薫（京都産業大学リエゾンオフィス長・法務研究科 教授）

１. 分科会設定の趣旨

(1) 問題の所在
　我が国の高等教育政策の戦後のスタートに当たって、
短期大学が置かれた地位は非常に明確を欠くもので
あったが、それでも今日までに果たした役割が決して少
なくなかったことは、とくに女子教育の上に占める卒業
生の数に表れているところである。しかし、18歳年齢の
減少という社会の構造的変化の中で、短期大学の存立そ
のものが危機に立たされ、短期大学やその卒業生が減少
の一途をたどっている。このような中で、短期大学は生
き残りのために、たとえば幼児教育や栄養士など資格教
育に特化したコース設定の大学が増加し、結果的に短期
大学といえば資格教育といわれるような状況が現出し
ている。
　たしかに、それ自体を誤りであると断じることはでき
ないし、またそれによって名声を獲得し、地域の高等
教育の核としての地歩を築いた短期大学も少なくない。
だが、専門教育への過度の特化は、短期大学生の生活を
ゆとりのないものとし、若い学生の多様な才能発見の機
会を、短期大学自らが閉ざしてしまっている側面も否定
できない。あるいは、それによって競争関係にあるとい
われる専門学校との違いや優位性を放棄してしまって
いるかにも見える。そもそも、アメリカのコミュニティ・
カレッジに倣い地域の高等教育の拠点として期待され
た短期大学ではあるが、これではその期待にもこたえる
ことは困難であるといわざるを得ない。

(2) 大学の進化
　しかし、翻って考えるに、短期大学から４年制大学へ
と雪崩をうって衣替えを急ぐ状況は、一国の高等教育を
考える上で正常なものといいえたのであろうか。確かに、
我が国の高等教育はヴィルヘルム・フォン・フンボルト
の理想を体現して、研究と教育の両者を一元的に担うこ
ととした1810年創設のベルリン大学に範を求めた帝国大
学からスタートしたことは事実である。しかし、ときに
政府が容認するかいなかはともかく、そのスタイルだけ
が当初からあったわけではない。福沢諭吉による慶応義
塾は措くとしても、教養教育を標榜するアマースト大学
をモデルとした同志社や、高等職業教育でも、フライベ
ルク高等鉱山学校をモデルとしたこんにちの秋田大学、
アントワープの高等商業をモデルとしたといわれるこん
にちの一橋大学など、それぞれ異なる理念・淵源をもち
ながら我が国の高等教育はスタートしているのである。
　ヨーロッパでは、およそこの20年の間にエラスムス・
プログラムなどに端を発する多国間での学生移動の推進
を端緒とする国際競争の時代に入っている。社会や大学
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進学年齢の人々に受容される高等教育とは何かを真剣に
模索しなければ、学生を容易に隣国に奪われるという状
況にあるのである。高等教育の多様化ニーズは、このよ
うなところにあるといわねばならないであろう。
　大学は不動の権威と歴史をたどってきたものではな
い。ドイツ圏で4番目に古い伝統と、アルベルトゥス・
マグヌスの創設という栄誉を誇るこんにちのケルン大学
も、復活の母体は20世紀初頭の小さな高等商業学校であ
る。スイス一の科学技術教育の伝統と、アインシュタイ
ンを卒業生に持つことでも知られるチューリッヒ工科大
学（ノーベル賞受賞者は同大学関係者では21人に上ると
いう）は、実際の名称はこんにちでも高等工業学校だ
し、そもそもアインシュタインの時代には学位授与権も
なかった。かくのごとく、高等教育は多様性の中から実
績と名声を得てきたと言って過言ではない。したがって、
現状の実を固定化するステレオタイプ的な高等教育の理
念と、形態における単線化は、一国の教育・研究の魅力
を相当に減殺してしまうようにも思われる。われわれは、
このような基本的認識の下に、我が国の高等教育の在り
方を、危機の時代を迎えている短期大学の課題をテーマ
として考察しようとするものである。

２. 報告の概要
　当分科会では、今回神奈川県厚木市の湘北短期大学、
宮崎県宮崎市の宮崎学園短期大学と、本財団加盟の京都
文教短期大学から３つの報告を頂戴した。
　湘北短期大学からは、「本学におけるＦ／ＳＤ活動に
ついて」というタイトルで学園事務局の佐藤清彦氏から
報告がなされた。同大学では、ともすれば不明確になり
がちな大学のスタンドポイントを、明確に「社会人基礎
力の養成」というかたちで打ち出すとともに、それに即
して教育内容と教育手法を徹底するべくＦＤ、ＳＤ活動
を行うことを提言された。そして、ともすれば個として
の「授業スキルの改善」とは別に①組織目標と軌を一に
する教育機能の効率化と、教育目標として設定した社会
人基礎力・人間力の育成に適合した、②学業や就業に必
要な「気づき」を涵養するＦＤへの取り組みが紹介され
た。とくに、①では、トップダウン的な組織原理にもと
づくスタンスが、②では、ボトムアップ的活動の奨励支
援が重要とされるが、①では、それが単なる押しつけに
終わらないような仕掛けや、②でも教員自身の自己変革
につながるような大胆な支援の方法や成果が示され、そ
の過程で、職員も学生に対する教育者と位置づけるなど

のさまざまな試みなどが、松本大学・松商短期大学部と
の相互評価の実施という刺激的取り組みとともに紹介さ
れた。設置者がソニーという我が国を代表する国際的企
業であることを反映して、求めるだけではないサポート
の実際が紹介されてきわめて興味深い報告であった。
　京都文教短期大学からは、幼児教育科の鳥丸佐知子氏、
教務部教育研究支援課の新島陽子氏による「ＦＤ活動の
経緯と課題」というテーマで報告がなされた。同学園は、
明示37年の高等家政女学校の設立以来100年以上の伝統
を有し、短期大学設置からも50年を数える伝統ある大学
であるが、教職共同で取り組む授業改善や、主体的に学
ぶ学生の育成に焦点を当てた取り組みへの努力が、専任
教員のみならず非常勤教員も含めて全学的に行ってい
る。その中で、とくに学生は実践に結びつく百マス計算
や絵本タイムなど学生自身が実際に参加する演習などは
関心が高いため充実させていくことが求められてはいる
が、反面ではそれを支えるはずの理論的講義には学生の
興味が乏しいことが紹介され、両者を架橋する授業力の
涵養を行うための授業研究会の具体的事例が、「板書の
力」など示唆に富む実践的成果として報告された。
　最後に、昭和40年に設立され、ＦＤ活動で特色ある教
育支援プログラムに採択されて著名な宮崎学園短期大学
からは、塚本泰造氏により「『勉強』できる主体の構築へ」
というテーマで、とくに低意欲の学生層をいかに勉学に
主体的に向かわせることができるかが短期大学ＦＤの課
題なのだという切り口から報告がなされた。
　地方の短期大学という地理的ハンデから、学生数確保
が喫緊の課題ではあるが、一方でＦＤ活動により学生を
出口につながる学勢力アップを図ることができれば、投
資効果や学生満足度の点からも学生確保につながるのだ
と指摘される。
そこで、通年にわたって、授業改善のみならず、学生力
の主体的向上へ向けた取り組みが、ＦＤミーティング、
公開授業／授業参観／授業研究会、授業評価アンケート、
授業評価報告集、ＦＤＳＤ合同研修会、入学満足度アン
ケートなどの取り組みを、卒業後の受け入れ先企業のア
ンケート記述も紹介されるなど、全体を巻き込んだ目的
実現に向けて効果あるＦＤの姿を提示された。ここまで
の実績から、説得力のみならず、力強い自信に満ちた報
告で参加者をバックアップする報告となった。
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３. 分科会での討論と今後の課題

　報告終了後、フロアとの討論となった。北は北海道か
ら南は九州までの短期大学の教職員の方々が参加されて
いたため、非常に熱心に質問がなされ、担当者が丁寧に
説明されていたが、同時に各大学からの事例の紹介が興
味をひいた。
　司会者の立場からは、現在の短期大学のＦＤ活動は、
おそらく我が国の高等教育機関のそれとしてはもっとも
進んでいるものと感じた。これは、多様で必ずしも主体
的な学習の受け手とはいえない学生に、いかに学士力を
つけさせ、かつまたそれを自覚させるかということを
はっきりとした視座に据えているからであろう。
　フロアからの紹介にもあったように、学生の希望と教
員の認識は必ずしも一致しない、あるいはまったくすれ
違うものですらあるが、しかしそれに向き合うことなく
双方とも推移していることが少なくない。とくに４年制
大学では、短期大学よりも多様な目的をもつ学生を受け
て入れているだけに、学生の視線が多様で、それにかま
けて（あるいは、それを引き受けることに躊躇して）教
員側が学生の希望に向き合うことが十分にできていない
こともあるかと思われる。しかし、こんにちの短期大学
ではこの点には明らかなミッションがあり、学生や社会
の負託こたえるためのＦＤあるいはＳＤであると認識し
ている。現在の短期大学の多くは、明確な出口戦略を好
むと好まざるとにかかわらず明確に持っている。もちろ
ん、そのために一定の出口へと過剰適応している側面は
あるのではあるが、４年制大学の教員の側からすれば、

短期大学における学生の就職や自己実現目的のサポート
への正面からの取り組みは非常に参考になる。湘北短期
大学の佐藤氏の指摘にもあったとおり、ＦＤ活動はその
ままでは教員の個人的努力、しかも「解」のない空しい
努力へと向かいがちである。しかし、短期大学の多くで
は、これがすでに教職共同の委員会等の力で、明確に組
織化されつつある。あとは、出口である受け入れ先との
協力・連携により、高いレベルでシステム化がなされ到
達目標が提示されるならば、短期大学モデルとして新た
な地平が築かれるように思われる。そして、これが貫徹
されるならば、高等教育における比較優位な教育機関を
形成していくことが可能になるようにも思われる。
　かつて筆者は、留学先の教授からつぎのような批判を
受けた。
　「日本の学者は、著名教授が在籍した大学にいつまで
も留学するものがあとを絶たない。しかし、このような
教授もひとたび大学を去ればその余香はすみやかに失わ
れる。ドイツの大学は、日本人が考えるよりはるかに流
動的存在でもある。いつまでも過去の栄光にとどまるこ
とはできないのだ」と。
　いずれの短期大学であれ、そこでの教育や、そのサポー
ト・システムが一般の４年制大学に対して優位な仕組み
として呈示でき、さらに実行できるのであれば、教育機
関としての比較優位の実現も夢ではないはずだ。もちろ
ん、その時点で、それはすでに短期大学という範疇を超
える存在になっているかもしれないが、社会の負託にこ
たえうる教育機関の未来のひとつのモデルがそこにある
ように思われた。



8 － 6

第
８
分
科
会

2009 年度 第 15 回 FD フォーラム第 8 分科会             2010 年 3 月 7 日 
                              同志社大学今出川校地 
 

京都文教短期大学＜FD 活動の経緯と課題＞ 
                      報告者：鳥丸佐知子（幼児教育学科） 

新島  陽子（教務部教育研究支援課） 
 

はじめに 

昨年度の FD フォーラム（第 7 分科会）では、「高等教育におけるオルタナティブとして 
の短期大学」と題して活発な意見交換が行われた。そして今年、「高等教育の多様化ニーズ 
と短期大学の課題」をテーマに、変容する社会の中で短期大学が担うべき役割、短期大学

独自の「あり方」について、再び意見交換の場が設けられることになった。本学は、2010

年に短期大学開学 50 周年を迎える。決して特別な活動を行ってきたわけではない、本学の

FD 活動だが、その主な経緯や抱えている課題等について、具体例も含めながら紹介する

ことで、本分科会の意見交換のたたき台になれば幸いである。 

 

ＦＤ活動の経緯

・授業アンケート項目改訂１

・学生と教員の認識の差異を確認

・授業アンケート項目改訂２

・学生の自己点検項目の導入

H16年度 授業アンケートの実施

ＦＤ活動開始

H17年度 ＦＤ委員会発足

＜ＦＤ授業研究会＞の開始

H20年度

＜ＦＤ授業研究会＞の展開

ディスカッション重視へ

全学的ＦＤとして本学がめざす方向を再確認。

H18年度

H21年度

・中間アンケート導入

自由記述へのフィードバックの試み

・教員のＦＤ自己点検調査

を開始

学校法人 京都文教学園

短期大学所在地 京都府宇治市

学科構成 家政学科

健康生活デザイン専攻（共学）７０名
食物栄養専攻（女子） １００名

幼児教育学科
幼児教育専攻（女子） ２５０名

○平成21年度在学生数 886名（H21.5.1現在）

京都文教短期大学の概要

本学の歴史

• 明治37年（1904）高等家政女学校設立認可．

下京区烏丸松原因幡薬師に開校．

京都文教学園のスタートを切る．

• 昭和35年（1960）家政学園短期大学設置認可．

家政学科開講. 以降、幼稚園、

小学校、中高等学校、大学、大学院

を開設する.

• 平成16年（2004）学園創立100周年.

• 平成21年（2010）短期大学開学50周年を迎える.

＜ＦＤ活動の経緯と課題＞

教員 × 教員 and 職員

～ ４２０の授業から学び合うＦＤ
“学生とともに教員も職員も育つ”～

京都文教短期大学
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おわりに 

 全入時代に入り、多様化する学生といかに向き合っていくかは大きな課題である。本学

の学科の中には、資格取得と深い関わりを持つものもあり、そのために必要な知識を身に

つけさせながら、学生が充実感を得る授業を展開する時、様々な困難が生じる。ここには

初年次教育とも関係のある、基本的な文章能力等も含まれる。また授業改善以前の問題（例

えば基本的なマナーなど）でも、非常勤の先生方との話し合いや協力のもと、全学的に取

り組むべき課題も見えてきた。全学的体制には教職協同も重要な位置を占める。 
学生の学習意欲低下が感じられる中で、授業時間のみにとどまらず「主体的に」学ぶ学

生を育てるにはどうすればよいのか。即実践に結びつく「演習」などは今後も充実させて

いくべき分野ではあるが、同時に形としては目に見えにくい「理論」を伝える「講義」形

式の授業の意味をどう学生に伝えるかは、現在本学における大きな課題の一つである。「授

業アンケートでの評価＝担当教員の評価」ではないことは、これまでの取り組みからも明

らかである。問題は、自由記述も含めたアンケート結果をどう授業に反映させていくかで

あろう。 
２年間という短い時間の中で、だからこそ可能かもしれないより濃密な学生生活を送る

ためにはどうすればいいのか。おそらくこの問題は、教師側からの一方的な働きかけでは

難しい問題も多く、学生側が「自ら取り組んだ」と感じられるような工夫を、授業の中で

もほどこすことが必要となるのかもしれない。そう思わせるものは何なのか。学生と教員

の「距離の近さ」が本学の良さである。それを原動力に今後も授業改善に取り組んでいき

たい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
京都文教短期大学  
         ＦＤ委員会／ 教育研究支援課  e-mail：t-edus@po.kbu.ac.jp  
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「勉強」できる主体の構築へ
本学 FD 活動の進化に向けて

宮崎学園短期大学 FD 推進委員長 准教授　塚本　泰造
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本学における F/SD 活動について

湘北短期大学事務局次長・教務部長　佐藤　清彦
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双方向型授業への誘い

第９分科会

梅村　　修 （追手門学院大学国際教養学部アジア学科 教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育研究所所長）

大﨑　雄二 （法政大学社会学部メディア社会学科 教授）

杉原　真晃 （山形大学基盤教育院 准教授）

木野　　茂 （立命館大学共通教育推進機構 教授）

報 告 者

概　要

コーディネーター

　日本より早くユニバーサル段階に達したアメリカでは 1980 年代後半から
知識伝授型の教える授業という古いパラダイムから、授業は教員と学生がと
もに作るものという新しいパラダイムへの転換が提唱され、学生参加型の双
方向型授業が始められたが、日本ではいまだに古いパラダイムの授業が大半
である。
　最近の中教審答申では双方向型の授業が不可欠であると強調されるように
なったが、実際の授業の現場では双方向型授業の展開に取り組む教員はまだ
まだ少ない。今回は双方向型授業を目指して試行錯誤を重ねてこられた３人
の方々からの報告をもとに、参加者とともに双方向型授業の意義と今後の課
題について意見を交換したい。また、時間の許す限り、参加者からの実践報
告も歓迎したい。
　この分科会では、午前の部で 3人の報告を受けた後、参加者が 4つのグルー
プに分かれて交流とグループワークを行い、最後にその結果を持ち寄る予定
である。 第

９
分
科
会


